
目的・趣旨｜ 
多摩アカデミックコンソーシアム（TAC）は、

東京多摩地区に近接する中小規模の 5 大学（国

際基督教大学・国立音楽大学・津田塾大学・武

蔵野美術大学・東京経済大学）からなる大学協

力機構です。従来の図書館間相互協力の枠を越

えて、大学間による相互協力によって、資料の

多様化や予算など図書館の抱える諸問題を解

決すべく構想されました。平成 7 年 4 月に、国

際基督教大学、国立音楽大学、津田塾大学、東

京経済大学の 4 大学で発足し、平成 12 年には

武蔵野美術大学が加わりました。 

図書館外の大学間提携としても、単位互換制度

や学生教職員交流、共同広報などを行っています。 
 
実施内容｜ 
（１） 直接訪問による館外貸出利用 

所属者は、加盟館に直接訪問して利用登録

できます。所属館での貸出とは別枠で借り

ることができます。 

（２） 加盟館間定期便（TAC 便）による取り

寄せ、返却サービス 

訪問しなくても、所属大学図書館にて取り

寄せを依頼し、館外貸出ができます。また、

直接訪問によって借りた他大学の本を所属

大学図書館に返却することも可能です。加

盟館間定期便は、宅配業者と年間契約し、

授業期間は週 3 回運行しています。 

（３） TAC Lib ホームページの公開 

TAC としてのホームページを公開し、各館

の利用案内やお知らせなどを掲載していま

す。また、webOPAC総合検索（TACOPAC）

システムを公開して、図書館システムの異

なる 5 大学の蔵書を一つの画面から検索可

能にし、所属館にない資料も探しやすくな

っています。 

（４） 共通利用案内の作成と配布 

表紙デザインは、武蔵野美術大学の学生か

ら募り、加盟館員の投票によって選出され

ます。毎年度、入学時や図書館レクチャー

の際に学生へ配布します。 

（５） ILL 複写料金の大学間清算を廃止 

複写印刷費は受付加盟館側が負担すること

でおおまかな相殺を行い、個別清算の手間

を省略しています。 

（６） データベース共有利用サービス 

各館が契約するデータベースのうち、訪問

者利用が可能な契約となっているものにつ

いては、直接訪問することで他館の所属者

でも利用できます。提供可能なデータベー

スは毎年度初めに確認し、TAC Lib ページ

に一覧を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンソーシアムによる相互協力の取り組み 

多摩地区の 5 つの大学から構成された大学協力機構 
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実施成果｜ 

5 大学はそれぞれの専門領域が異なるため、

所蔵資料の主題も異なり、相互に補完しあうこ

とができます。それにより、資料購入予算の節

約や保存スペースの有効活用につながります。

あたかも複数のキャンパスをもつ仮想の総合

大学であるかのように共生する関係を築いて

います。 

直接訪問する貸出返却のみにとどまらず、定

期便を運行することで、利用者にとってより利

用しやすいサービスの提供を行っています。平

成 24 年度の利用実績は、利用登録者数延べ

248 人、貸出冊数延べ 1,926 冊（来館貸出 933

冊、加盟館間宅配便貸出 993 冊）です。近年で

は、データベースの共有利用を可能にしたこと

で、新たな利用促進を図っています。 

 運営に関しては、2 年に一度の持ち回りによ

って幹事校を担当していますが、担当者以外の

図書館員も親睦を深められるよう、毎年、交流

会も企画しており、情報交換を行うことで業務

改善に役立てています。 
 
 
 
 
 
 

 
今後の展開・課題｜ 

コンソーシアムとして以前に、各図書館とし

ての課題でもありますが、図書館の利用形態が

変化しつつあり、利用は必ずしも本を借りるだ

けではなくなっています。所蔵資料を共有する

ことから始まった提携ですが、さらなる利用促

進をどのように図っていくかは今後の課題で

す。 

また、共有利用データベースについては、５

大学で延べ 120 ものデータベースが来館利用

可能であるメリットをより多くの学生や教職

員に案内することで、TAC の資源が各大学の教

育、研究に一層活用されることを目指します。   

さらに、平成 25 年 11 月には、東京外国語

大学が加盟し、６大学で活動する予定です。今

後は、６大学による新たなサービスを展開して

いきたいと考えています。 
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連絡先｜ 

東京経済大学図書館（2012-13 年度当番館） 

〒185-8502 東京都国分寺市南町 1-7-34 TEL:042-328-7764
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